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物  質  名 アセトフェノン ＤＢ－1 

別  名 アセチルベンゼン、1-フェニルエ
タノン、フェニルメチルケトン 

構 造 式 

 

CAS番号 98-86-2 
PRTR番号 ― 
化審法番号 3-1231 
分子式 C8H8O 分子量 120.15 
沸点 202℃ 1) 融点 20.5℃ ) 1) 
蒸気圧 0.397 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.91 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.58（実測値） 3) 水溶性 6.13×103 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 740 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 1,250 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 815 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 2,650 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 1,200 mg/m3（4hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、75、225、750 mg/kg/dayを少なくとも 4週間強制経口投与した結果、225 mg/kg/day
以上の群で尿による汚れ、流涎、750 mg/kg/day 群で投与後の不安定歩行がみられ、750 
mg/kg/day群の雄では投与後 3～30 日で体重が対照群よりも 5～10％軽く、投与後 29 日で前
肢の握力及び自発運動の有意な低下を認めた 6) 。なお、血液化学検査、剖検で異常はなかっ

た。この結果から、NOAELを 75 mg/kg/dayとする。 
・ラットに 0、1～102 mg/kg/day（投与量の詳細不明）を 30日間混餌投与した結果、投与群で
体重増加の抑制、肝臓、腎臓、脾臓等の組織の異常はなかった 7)との報告がある。 

・ラットに 0、0.1、0.25、1％の濃度で 17 週間混餌投与した結果、投与群で体重、血液成分へ
の影響、種々の器官の組織の変性はみられなかった。この結果から、NOAELは 1％とされた
が、餌に含まれる本物質の量が揮発により減少していた（15.5％減）ことから、実際には 0.845
％（423 mg/kg/day相当）と推定された 8) 。このことから、NOAELを 423 mg/kg/dayとする。 

・雄ラットに 0、2×10-9、1.2×10-7 Mを 33、50、230日間吸入させた結果、2×10-9M以上の群
の嗅覚球で僧帽細胞の変性（細胞の萎縮、細胞質の暗色化など）がみられたが、33、230 日
間ばく露を受けた群で嗅覚刺激のテストを行った結果、刺激に対する反応に影響はみられな

かった 9) との報告がある。                                                                                       

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、75、225、750 mg/kg/dayを交尾前に少なくとも 2週間及び交尾期間、哺育期間
3 日まで強制経口投与した結果、225 mg/kg/day 以上の群で、流涎、投与後の小さい糞、750 
mg/kg/day群で自発運動の低下、皮膚の蒼白化、被毛の粗剛化、鼻の周りの暗色の物質、不安
定歩行がみられ、750 mg/kg/day群で妊娠期間中の体重増加の有意な抑制を認めた。仔では、
750 mg/kg/day群で出生仔率の低下、死産仔数の増加、哺育 1～4日の死亡数（共喰いを含む）
及び同腹仔全死亡の発生数の増加、哺育 4 日の生存仔数の低下、哺育期間中の低体重に有意
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差を認めた。また、225 mg/kg/day以上の群で皮膚の蒼白化、痂皮化、鱗屑状剥離がみられ、
750 mg/kg/day群の死産仔の剖検では口蓋裂と浮腫が各 1例みられた 6) 。この結果から、母親

及び仔の NOAELを 75 mg/kg/dayとする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと皮膚の乾燥、経口摂取や吸入では頭痛、めまい、嗜眠

を生じ、経口摂取では吐き気も生じる。眼を刺激し、中枢神経系に影響を与えることがある。

高濃度の場合、意識を喪失することがある。液体に長期または反復ばく露すると、皮膚の脱

脂を起こす 10) 。 
・液体が眼に入ると炎症を起こし、また皮膚接触が反復長期間にわたる場合には、中等度の化

学火傷を引き起こす。各種の投与方法によって麻酔作用を示すが、揮発性が低いため蒸気吸

入による毒性は小さい 11) 。 
・健康な人で、100～300 mgの摂取では認知可能な影響はなかったが、450～600 mgの摂取では

5~6 時間後に排尿の増加、脈拍の弱まり及び徐脈がみられた。また、軽微であるが継続的な
ヘモグロビンの低下がみられたが、投与が終了すると回復した 12) との報告がある。 

・24時間/日のばく露試験で、眼の光感受性に対する閾値を 0.01 mg/m3とし、感受性の高い人で

は、0.007 mg/m3以上のばく露濃度で脳波に影響がみられた 13)との報告がある。 
・作業服の製作工場の労働者 13人のうち 9人に皮膚炎等が生じたため、調査を行った結果、工
場内の空気のバルク試料から 33,500～46,500 ppmの本物質及び 260～450 ppmのホルムアルデ
ヒドが検出された。なお、モニタリングデータでは、ホルムアルデヒドの平均濃度は 0.15～
0.18 ppmであった。労働者の症状は顔、首、腕、脚部の発疹、眼及び喉の刺激、頭痛、めま
い、吐き気であった 14)。これらの症状は本物質によって引き起こされた可能性も考えられた

が、毒性の知見がほとんどないために判断されず、ホルムアルデヒドによって引き起こされ

たとの可能性があると結論されている。 
・2％濃度の本物質を塗布した結果、皮膚感作はなかったとの報告 15) がある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16)  TLV-TWA 10 ppm (49 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 75 mg/kg/day（流涎
など）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 7.5 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定
する。 
 吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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